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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論は、マクロ経済を分析する上で有力な分析手法である FAVAR 手法を、日本経済の分析に適用した最初の論文
である。分析対象とした財政政策や金融政策の効果も、現在われわれが直面している最も重要なテーマのひとつであ
り、その意味でも本論の意義は大きい。分析手続きについても堅実に行われている。以上の結果から、本論が博士（経
済学）の学位に値する論文であると判断する。 
